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　企業理念

　当社は「人と自然の HARMONY」をテーマとし、調和を重んじることにより事業を展開し、

同時にSDGs(持続可能な開発目標）のアジェンダを積極的に取り入れ、地域社会へ貢献する。

　環境経営方針

　当社は「人と自然のHARMONY 」をテーマに  ” 地球に優しい環境づくりのため、地球に密着した快適な

社会つくり ” を目指し貢献してきました。

　今後、ますます深刻化する地球温暖化や、地下資源の枯渇への対応が共通の重要な課題との認識にたち、

河崎組の事業活動における環境負荷の低減を図るため、社員一丸となって、自主的・積極的に環境保全活動

に取り組みます。

制定日　　2012年  4月  1日

改定日　　2020年  4月 1日

株式会社　河崎組

代表取締役社長　奥田　耕一

電力・燃料の消費

に伴う二酸化炭素

排出量の削減

使用原材料の省資

源、廃棄物の3R

（減量、再使用、

再生利用）の促進

水資源の節水

化学物質の

適正管理

環境に配慮した

設計・施工の実施

毎月行われる安全

教育を利用した環

境に関する教育、

意識の向上

環境に配慮した行動指針

環境活動への取り組みを環境経営レポートとして取

りまとめ、公表します。

環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に見直

しを行い、継続的に改善に努めます。

事業に伴う関連法規及び地域社会との協定等を遵守

します。
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　事業の概要

（1）事業所名及び代表者名

株式会社　河崎組

代表取締役　奥田　耕一

（2）所在地

◇本社 広島県広島市東区牛田新町2丁目4-19

◇八木作業所　 広島県広島市安佐南区八木町181

◇パレットガーデン夢ヶ丘店 広島県呉市押込西平町20-19

◇パレットガーデン商工センター店 広島県広島市西区草津新町2丁目14-21

◇産業部 広島県広島市安芸区矢野新町2丁目19

（3）環境管理責任者及び担当者

◇環境管理責任者　岩田　昭彦

◇環境管理担当者　草間　篤

（4）主な事業内容

◇土木構造物・建築物の設計及び施工・解体

◇緑化・造園の設計、施工及び維持管理

◇庭園資材の販売

◇建設骨材の製造及び販売

（5）事業の規模

◇資本金　       １億円

◇工事等の件数   438件

◇売上高    465,400万円

◇従業員　 83人（社員80人、パート3人）内、エコアクション21対象者   83人

◇床面積　 1,060.66㎡

（6）認証・登録の範囲及び事業活動

《 認証・登録の範囲 》

本社、八木作業所、パレットガーデン夢ヶ丘店、パレットガーデン商工センター店、産業部

上記全社、全従業員、全事業活動を対象とする。

《 事業活動 》

土木構造物・建築物の設計及び施工・解体、緑化・造園の設計・施工及び維持管理、

庭園資材の販売、建設骨材の製造及び販売

（７）認定事項（2023年4月現在）

◇建設業許可

土木工事業 鉄筋工事業 浚渫工事業

大工工事業 内装仕上工事業 ガラス工事業

とび・土工工事業 造園工事業 防水工事業

屋根工事業 水道施設工事業 熱絶縁工事業

鋼構造物工事業 建築工事業 建具工事業

舗装工事業 左官工事業 解体工事業

板金工事業 石工事業

塗装工事業 タイル・れんが・ブロック工事業

◇一級建築士事務所登録

◇ISO 9001登録

◇産業廃棄物収集運搬業許可  （2022年度実績あり）
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　組織図

代表取締役社長

パレットガーデン

デザイン部
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環境事務局

株式会社河崎組 組織図
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖部門別・エネルギー項目別〗
●　二酸化炭素排出量削減の取組結果については、各エネルギー項目ごとのページをご参照ください。

●「2022年度取組内容」、「次年度の取組内容」については、環境経営目標の項目ごとに記載します。

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 63,863.29 61,963.09 54,109.10 47,581.67 53,142.11 53,434.42 50,411.10 52,592.00 52,592.00 52,592.00

建築部 15,168.10 19,338.40 28,192.00 10,111.50 26,595.45 59,926.29 82,861.64 66,398.00 53,118.00 52,454.00

土木・造園部 255,794.47 143,513.09 97,878.23 135,212.50 232,033.97 319,048.13 181,928.30 183,801.00 181,964.00 180,144.00

デザイン部作業所 37,003.00 37,323.70 37,255.00 37,553.97 43,666.12 42,376.40 50,245.44 39,760.00 39,515.00 39,373.00

デザイン部事業所 40,139.26 39,017.16 39,613.44 37,917.46 35,439.64 31,605.35 31,838.31 30,876.00 30,737.00 30,709.00

産業部 137,583.24 134,155.36 116,709.30 116,277.08 111,214.40 95,400.25 86,690.77 109,954.00 109,788.00 109,599.00

八木作業所 21,629.09 22,162.06 14,472.82 11,912.28 11,922.45 8,449.26 10,362.98 11,766.00 11,639.00 11,512.00

ウォッシュマート 35,607.37 35,644.56 53,921.02 26,754.45

会社全体 606,787.82 493,117.42 442,150.91 423,320.91 514,014.14 610,240.10 494,338.54 495,147.00 479,353.00 476,383.00

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

電力※ 136,023.22 133,411.82 117,661.91 104,066.14 133,826.48 105,962.42 116,164.28 108,314.00 104,937.00 104,511.00

ガソリン 130,893.00 131,319.20 158,987.00 122,644.23 147,825.43 166,334.46 158,778.23 159,461.00 149,384.00 148,039.00

軽油 270,547.70 153,951.80 91,352.00 164,078.17 223,528.16 333,496.12 216,209.39 220,992.00 218,796.00 217,673.00

灯油 184.00 773.30 2,045.00 430.80 1,623.01 707.16 491.35 932.00 854.00 844.00

重油 59,314.00 63,956.00 37,005.00 13,805.56 3,352.27 476.96 0.00 2,168.00 2,114.00 2,060.00

都市ガス 9,825.90 9,705.30 10,681.00 8,031.01 3,743.28 3,149.28 2,615.76 3,176.00 3,165.00 3,154.00

LPガス 24,419.00 10,265.00 115.51 113.70 79.53 104.00 103.00 102.00

会社全体 606,787.82 493,117.42 442,150.91 423,320.91 514,014.14 610,240.10 494,338.54 495,147.00 479,353.00 476,383.00

※　KDDI（株）調整後排出係数 0.574 （2021年度から併用）

※　中国電力（株）調整後排出係数 0.636　
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LPガス活動開始

重油から軽油へシフト

重油を燃料とする破砕機撤

去によりほぼ使用なし

乾燥機の燃料のLPガスはウォッシュマート

閉店により大幅に減少

重油は発電機用の燃料。発

電機の使用がなかったため、

重油使用量はゼロ
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 電力使用量の削減 〗

● 夜間・休日のOA機器、不使用機器の電源OFF

● 不要照明の消灯

● エアコンの適切使用

● 現場で利用する機材について無駄な使用を省く

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎾h） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 75,958.00 77,958.00 63,225.00 61,493.00 65,830.00 71,370.00 67,748.00 70,000.00 70,000.00 70,000.00

建築部 1,464.00 0.00 0.00 0.00 11,686.00 23,259.00 36,825.00 24,465.00 19,572.00 19,327.35

土木・造園部 11,202.00 7,672.00 21,373.00 22,984.00 71,300.00 17,719.00 18,688.00 17,900.00 17,721.00 17,543.79

デザイン部作業所

デザイン部事業所 38,785.00 37,846.00 34,790.00 32,776.00 31,572.00 32,235.00 33,644.00 31,400.00 31,380.00 31,350.00

産業部 11,504.00 10,274.00 9,425.00 10,133.00 11,285.00 11,882.00 12,729.00 11,100.00 11,080.00 11,060.00

八木作業所 34,008.00 34,846.00 22,756.00 18,730.00 18,746.00 13,285.00 16,294.00 18,500.00 18,300.00 18,100.00

ウォッシュマート 40,952.00 41,171.00 33,434.00 17,510.00

会社全体 213,873.00 209,767.00 185,003.00 163,626.00 210,419.00 169,750.00 185,928.00 173,365.00 168,053.00 167,381.14

建築部・・・2017～2019年対象現場なし 中国電力（株）調整後排出係数　0.636　

〖 電力・二酸化炭素排出量 〗 KDDI（株）調整後排出係数 0.574 （※2021年度から併用）

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 48,309.29 49,581.29 40,211.10 39,109.55 41,867.90 45,391.32 43,087.73 44,520.00 44,520.00 44,520.00

建築部 931.10 0.00 0.00 0.00 7,432.29 14,792.72 23,420.70 15,560.00 12,448.00 12,292.00

土木・造園部 7,124.47 4,879.39 13,593.23 14,617.82 45,346.80 11,269.28 11,885.57 11,384.00 11,271.00 11,158.00

デザイン部作業所

デザイン部事業所 ※ 24,667.26 24,070.06 22,126.44 20,845.54 20,079.78 18,502.89 19,311.66 18,024.00 18,012.00 17,995.00

産業部 7,316.54 6,534.26 5,994.30 6,444.59 7,177.26 7,556.95 8,095.64 7,060.00 7,047.00 7,034.00

八木作業所 21,629.09 22,162.06 14,472.82 11,912.28 11,922.45 8,449.26 10,362.98 11,766.00 11,639.00 11,512.00

ウォッシュマート 26,045.47 26,184.76 21,264.02 11,136.36

会社全体 136,023.22 133,411.82 117,661.91 104,066.14 133,826.48 105,962.42 116,164.28 108,314.00 104,937.00 104,511.00

〖 電力使用量 〗

使 用 量
電　力

二酸化炭素排出量
電　力

● 夜間・休日のOA機器、不使用機器の電源OFF

● 不要照明の消灯

● エアコンの適切使用

● 現場で利用する機材について無駄な使用を省く

次年度 取組内容

2022年度 取組内容

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標
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デザイン部事業所 ※

産業部

八木作業所

ウォッシュマート

(㎏‐CO2 )

二酸化炭素排出量【 電 力 】
大規模な河川災害復旧工

事があり、水中ポンプを

24時間稼働したため、特

に使用量が多い

現場事務所3件の電力。エアコ

ン6台設置の事務所もあり、他

OA機器、作業用の電動工具等

に使用

規模の大きい自動車整

備工場棟の基礎・内装

工事等や新店舗新築工

事があり、主に電動工

具と事務所設備（エア

コン12台等）に使用

2019年1月

ウォッシュマート

3店舗運営から2店舗へ縮小

2020年1月

ウォッシュマート

全店舗閉店

電力の用途は現場事務所の

エアコン等の使用が主に

なったことで、電力使用量

が減った

延床面積6,504.41㎡の建設現場内装工事にて、3か

月間にわたり、電力使用の高所作業車14台稼働、

夏場の作業で、広大な建設現場内での冷房使用が

続いたため、電力使用量が増加

2022年度電力使用量の削減の取組結果は、目標未達成です。

自動車販売店舗（店舗内展示場・修理工場、延床面積6,504.41㎡）の建設現場で、高所での鉄

骨が燃えないようにするための耐熱被覆、ボード張り、塗装等の作業を行うため、電力を使用

する高所作業車14台を3か月にわたり稼働したこと、夏場の作業で、広大な建設現場内での冷

房使用が毎日続いたことにより、電力使用量が非常に多くなったことが要因です。

2022年度  取組結果とその評価

2020年1月閉店

2020年1月閉店
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 ガソリン使用量の削減 〗

●　エコドライブ、アイドリングストップ（トラック・車両）

●　車両の乗り合わせ推奨・渋滞の回避

●　冷暖房の控え目使用

●　目的地までの最短ルートを通る

〖 ガソリン使用量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（Ｌ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 6,590.52 5,231.18 5,878.83 3,557.44 4,786.02 3,399.82 3,115.66 3,400.00 3,400.00 3,400.00

建築部 5,188.00 6,597.71 11,814.28 4,346.25 7,628.23 17,508.21 20,441.60 19,583.00 15,666.40 15,470.57

土木・造園部 30,222.60 27,156.61 32,877.59 29,376.52 35,742.32 36,958.51 30,897.53 30,700.00 30,393.00 30,089.07

デザイン部作業所 386.00 4,144.20 4,335.38 3,371.96 5,445.85 5,680.16 7,193.07 5,350.00 5,300.00 5,250.00

デザイン部事業所 6,668.79 6,442.70 6,624.00 6,337.10 5,080.70 4,357.20 4,312.90 4,250.00 4,200.00 4,200.00

産業部 7,363.39 7,030.70 6,949.91 5,836.83 5,034.75 3,791.99 2,478.14 5,450.00 5,430.00 5,400.00

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 56,419.30 56,603.10 68,479.99 52,826.10 63,717.87 71,695.89 68,438.89 68,733.00 64,389.40 63,809.64

〖 ガソリン・二酸化炭素排出量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 15,290.00 12,136.30 13,649.00 8,259.17 11,103.57 7,887.58 7,228.33 7,888.00 7,888.00 7,888.00

建築部 12,036.20 15,306.70 27,429.00 10,090.51 17,697.48 40,619.05 47,424.51 45,433.00 36,346.00 35,892.00

土木・造園部 70,117.00 63,003.40 76,330.00 68,202.29 82,922.17 85,743.74 71,682.26 71,224.00 70,512.00 69,807.00

デザイン部作業所 895.00 9,614.40 10,065.00 7,828.54 12,634.37 13,177.97 16,687.92 12,412.00 12,296.00 12,180.00

デザイン部事業所 15,472.00 14,947.10 15,379.00 14,712.59 11,787.22 10,108.70 10,005.93 9,860.00 9,744.00 9,744.00

産業部 17,082.80 16,311.30 16,135.00 13,551.13 11,680.62 8,797.42 5,749.28 12,644.00 12,598.00 12,528.00

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 130,893.00 131,319.20 158,987.00 122,644.23 147,825.43 166,334.46 158,778.23 159,461.00 149,384.00 148,039.00

二酸化炭素排出量
ガソリン

使 用 量
ガソリン

● エコドライブ、アイドリングストップ（トラック・車両）

● 車両の乗り合わせ推奨・渋滞の回避

● 冷暖房の控え目使用

● 目的地までの最短ルートを通る

次年度 取組内容

2022年度ガソリン使用量の削減の取組結果は、目標達成です。

建築部とデザイン部については、遠方の現場が多かったこと、又デザイン部の人員

増加もあったため使用量が増えていますが、産業部の人員が減ったことによる使用

量減少で、結果的に全体として目標達成となっています。

2022年度  取組結果とその評価

2022年度 取組内容
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

総務部

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部

二酸化炭素排出量【 ガソリン 】

(㎏‐CO2 )

現場数の増加に伴い、

車両用ガソリン使用が

増量

発電機の燃料（内装工事

の溶接機用、約50人で作

業）に多く使用

豪雨災害の被害により、

遠方の工事現場までの最

短ルートが通行止め、迂

回を余儀なくされた

工事現場が遠方のため移

動車両用のガソリンが2倍、

現場使用量は4倍

市外にある遠方の建設現場へ

の自動車使用の減少、広大な

面積の現場内運搬等作業車の

ガソリン使用量が非常に多

かった、大規模なごみ埋立地

整備工事が完成したことで、

ガソリン使用量減少
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 軽油使用量の削減 〗

● 　アイドリングストップ（トラック・重機・車両）

● 　低燃費機械の選定使用

〖 軽油使用量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（Ｌ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部 840.00 3,689.10 78.01 8.00 377.00 1,634.00 4,640.16 1,956.00 1,564.80 1,545.24

土木・造園部 68,079.90 28,702.10 2,464.82 19,799.87 39,781.01 85,901.84 37,951.14 39,000.00 38,610.00 38,223.90

デザイン部作業所 13,781.60 10,576.10 10,360.84 11,326.82 12,027.81 11,317.22 13,006.79 10,600.00 10,550.00 10,540.00

デザイン部事業所

産業部 20,561.00 18,074.00 21,906.00 31,387.00 34,453.00 30,409.00 28,204.00 34,100.00 34,080.00 34,060.00

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 103,262.50 61,041.30 34,809.67 62,521.69 86,638.82 129,262.06 83,802.09 85,656.00 84,804.80 84,369.14

〖 軽油・二酸化炭素排出量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部 2,200.80 3,689.20 205.00 20.99 972.66 4,215.72 11,971.61 5,046.00 4,037.00 3,987.00

土木・造園部 178,369.00 75,199.50 6,468.00 51,961.59 102,635.01 221,626.75 97,913.94 100,620.00 99,614.00 98,618.00

デザイン部作業所 36,108.00 27,709.30 27,190.00 29,725.43 31,031.75 29,198.43 33,557.52 27,348.00 27,219.00 27,193.00

デザイン部事業所

産業部 53,869.90 47,353.80 57,489.00 82,370.16 88,888.74 78,455.22 72,766.32 87,978.00 87,926.00 87,875.00

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 270,547.70 153,951.80 91,352.00 164,078.17 223,528.16 333,496.12 216,209.39 220,992.00 218,796.00 217,673.00

使 用 量
軽　油

二酸化炭素排出量
軽　油

2022年度軽油使用量の削減の取組結果は、目標達成です。

全体の軽油使用量が前年度より減少しました。建築部の増加については、自動車販売

店舗（店舗内展示場・修理工場、延床面積6,504.41㎡）の建設現場において、溶接作

業に使用した大型発電機（2～3台）の燃料、掘削工事でのバックホウの燃料として3

か月間で4,314.16（Ｌ）を使用したことが要因です。

2022年度  取組結果とその評価

● アイドリングストップ（トラック・重機・車両）

● 低燃費機械の選定使用

次年度 取組内容

2022年度 取組内容
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

産業部

二酸化炭素排出量【 軽 油 】

被災した川周辺道路や護岸、橋梁等

の復旧工事、調整池新設工事で多数

の掘削機、ダンプ(土砂の搬出)、発

電機(水替工ポンプ用)の燃料

宅地造成工事（ブロック積、

排水、舗装工事）が多く、

バックホーの燃料として使用

量が増

(㎏‐CO2 )

重油から軽油

へシフト

昨年から継続中の規模

の大きい工事が多く、

多数の重機（1現場に5

台）で土砂の掘削、積

込作業
大型自動車販売店舗の建

設現場での溶接作業に使

用した大型発電機2～3台

の燃料、掘削工事での

バックホウの燃料が増加
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 灯油使用量の削減 〗

● 　暖房機器の適切使用

〖 灯油使用量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（Ｌ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部 0.00 342.50 224.00 0.00 198.00 120.00 18.00 144.00 115.20 113.76

土木・造園部 74.00 173.00 596.51 172.88 453.81 164.00 179.33 230.00 227.70 225.42

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 74.00 515.50 820.51 172.88 651.81 284.00 197.33 374.00 342.90 339.18

〖 灯油・二酸化炭素排出量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部 0.00 342.50 558.00 0.00 493.02 298.80 44.82 359.00 287.00 283.00

土木・造園部 184.00 430.80 1,487.00 430.80 1,129.99 408.36 446.53 573.00 567.00 561.00

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 184.00 773.30 2,045.00 430.80 1,623.01 707.16 491.35 932.00 854.00 844.00

使 用 量
灯　油

二酸化炭素排出量
灯　油

2022年度灯油使用量の削減の取組結果は、目標達成です。

前年実績を基に冬季に現場があることを想定し、設定した目標値でしたが、想定より

も現場が少なかったことで使用量は減少したため、目標値との差が大きくなりました。

2022年度  取組結果とその評価

● 暖房機器の適切使用

次年度 取組内容

2022年度 取組内容
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

建築部

土木・造園部

二酸化炭素排出量【 灯 油 】

現場事務所のファンヒーター、

石油ストーブの燃料。現場事

務所5件。気温がマイナスの日

が続き、購入量が増加

コンクリートの水分の凍

結を防ぐための温室環境

を作る規格の大きいス

トーブの燃料に使用

寒い地域の現場事務

所で、ファンヒー

ターの燃料に使用

事務所棟新設工事にて、

大規模な壁を乾燥させる

ための機材の燃料に使用

前年度は寒冷地にある1現場で

120Lを使用

本年度は1現場18Lの使用によ

る減少

(㎏‐CO2 )
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 重油使用量の削減 〗

●　発電機の効率的な使用

〖 重油使用量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（Ｌ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部 21,887.00 23,600.00 13,657.00 5,095.00 1,237.00 176.00 0.00 800.00 780.00 760.00

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 21,887.00 23,600.00 13,657.00 5,095.00 1,237.00 176.00 0.00 800.00 780.00 760.00

〖 重油・二酸化炭素排出量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部 59,314.00 63,956.00 37,005.00 13,805.56 3,352.27 476.96 0.00 2,168.00 2,114.00 2,060.00

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 59,314.00 63,956.00 37,005.00 13,805.56 3,352.27 476.96 0.00 2,168.00 2,114.00 2,060.00

使 用 量
重　油

二酸化炭素排出量
重　油

2022年度重油使用量の削減の取組結果は、目標達成です。

重油は、製造部門で機械を稼働する際、発電機が必要になった場合に燃料となります。

今年度は、発電機を使用することがなかったため、重油使用量がゼロとなっています。

2022年度  取組結果とその評価

● 発電機の効率的な使用

次年度 取組内容

2022年度 取組内容
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

産業部

破砕機やトロンメル（回転ふるい）

の動力源は、重油を燃料とする発電

機が主。ショベルカーの燃料も重油

のため、使用量が多い

重油を燃料とする発電機が動

力源の破砕機は、作業場閉鎖

により撤去。現在は重油の使

用がほとんどなく、溶接等の

作業の際に発電機を稼働させ

重油を燃料とする発電機の使

用が減り、動力源は電力会社

からの電気が主になった

重油を燃料とする発

電機が動力源の破砕

機がほとんど稼働し

ていないため、減少

二酸化炭素排出量【 重 油】

(㎏‐CO2 )

重油は発電機用の燃料

発電機の使用がなかったため、

重油使用量はゼロ

ショベルカーの燃料を

重油から軽油へ変更し

たことで減少（エンジ

ン保護のため）

10



　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 都市ガス使用量の削減 〗

●　温湯調節は低、能力切替えは小に設定

●　ガスヒートポンプエアコンの適切使用

〖 都市ガス使用量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎥） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 127.00 118.00 118.00 101.00 79.00 72.00 44.00 85.00 85.00 85.00

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所 1,000.00 1,119.00 1,654.00 1,386.00 1,167.00 1,385.00 1,380.00 1,375.00

産業部

八木作業所

ウォッシュマート 8,276.30 4,548.00 3,948.00 2,589.00

会社全体 8,403.30 4,666.00 5,066.00 3,809.00 1,733.00 1,458.00 1,211.00 1,470.00 1,465.00 1,460.00

〖 都市ガス・二酸化炭素排出量 〗

基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 264.00 245.50 249.00 212.95 170.64 155.52 95.04 184.00 184.00 184.00

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所 2,108.00 2,359.33 3,572.64 2,993.76 2,520.72 2,992.00 2,981.00 2,970.00

産業部

八木作業所

ウォッシュマート 9,561.90 9,459.80 8,324.00 5,458.73

会社全体 9,825.90 9,705.30 10,681.00 8,031.01 3,743.28 3,149.28 2,615.76 3,176.00 3,165.00 3,154.00

使 用 量
都 市 ガ ス

二酸化炭素排出量
都 市 ガ ス

2018年度活動開

2018年度活動開

2022年度 取組内容

● 温湯調節は低、能力切替えは小に設定

● ガスヒートポンプエアコンの適切使用

次年度 取組内容

2022年度都市ガス使用量の削減の取組結果は、目標達成です。

レイアウト変更による人員移動で、ガスヒートポンプエアコン設置事務所は、現場作業

所へ出る従業員のみとなり、外出時はエアコンを切ることで、エアコンの使用頻度が低

くなり、数値が減少しています。

2022年度  取組結果とその評価
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

総務部

デザイン部事業所

ウォッシュマート

2018年度

活動開始

2019年1月

ウォッシュマート

3店舗運営から2店舗へ縮小

2020年1月

ウォッシュマート

全店舗閉店

二酸化炭素排出量【都市ガス】
コロナ感染予防対策として

事務所レイアウト変更。

昨年まであまり使用していない

ガスヒートポンプエアコンの設

置スペースへ移動したため、使

用量が増加した。

ウォッシュマート(コイ

ンランドリー)は乾燥機

の燃料として使用

コロナ感染予防対策で事務所レイアウト変更後、一時

はガスヒートポンプエアコンの使用頻度が高くなった

が、現在は常時従業員は居ないため、その間はエアコ

ンを切ることで、数値が減少している。

(㎏‐CO2 )
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■二酸化炭素排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 LPガス使用量の削減 〗

●　温湯設定は低、能力切替えは小に設定

〖 LPガス使用量 〗

実　績 実　績 基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎥） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部 13.80 17.00 18.60 18.30 12.80 16.80 16.60 16.40

八木作業所

ウォッシュマート 3,915.80 1,634.90

会社全体 3,929.60 1,651.90 18.60 18.30 12.80 16.80 16.60 16.40

〖 LPガス・二酸化炭素排出量 〗

実　績 実　績 基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏‐CO2） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所

産業部 86.00 105.64 115.51 113.70 79.53 104.00 103.00 102.00

八木作業所

ウォッシュマート 24,333.00 10,159.36

会社全体 24,419.00 10,265.00 115.51 113.70 79.53 104.00 103.00 102.00

二酸化炭素排出量
L P ガ ス

使 用 量
L P ガ ス

2018年度活動開始

2018年度活動開

86.00 

105.64 

115.51 113.70 79.53 104.00 103.0 102.00 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

実 績 実 績 基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

産業部 ウォッシュマート

二酸化炭素排出量【LPガス】

(㎏‐CO2 )

ウォッシュマート(コイ

ンランドリー)は乾燥機

の燃料として使用

日常的にガス瞬間湯沸か

し器でお湯を使用する。

コロナ感染予防対策で手

洗い回数増加。

2020年1月

ウォッシュマート

全店舗閉店

2019年1月

ウォッシュマート

3店舗運営から2店舗へ縮小

2022年度 取組内容

2022年度LPガス使用量の削減の取組結果は、目標達成です。

適正な温度設定での使用を心掛けた結果、使用量が減少しています。これからも取組

を継続していきます。

2022年度  取組結果とその評価

● 温湯設定は低、能力切替えは小に設定

次年度 取組内容

2020年1月閉店

2020年1月閉店
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■廃棄物排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 産業廃棄物排出量の削減・リサイクル率 〗

● 廃棄物の発生抑制のため、発注数量の適量化 ● 産業廃棄物のリサイクル処理100％の継続（石綿、混合ガラは除外品）

● 紙、金属の有価物処理 ● 包装、梱包材の削減

〖産業廃棄物排出量 〗
産業廃棄物排出量 基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

（ｔ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部 398.100 59.770 9.250 0.360 2.694 12.760 3.830 15.000 12.000 11.850

土木・造園部 9,542.000 1,854.400 2,610.420 1,119.90 11,542.590 920.000 6,393.470 3,700.000 3,663.000 3,626.370

デザイン部作業所 24.800 18.170 13.920 15.820 37.460 179.920 168.840 120.000 120.000 110.000

デザイン部事業所

産業部

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 9,964.900 1,932.340 2,633.590 1,136.080 11,582.744 1,112.680 6,566.140 3,835.000 3,795.000 3,748.220

〖 産業廃棄物　リサイクル率〗

リサイクル率 実績 基準年実績 実績 実績 実績 実績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

％ 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

会社全体 88 74.8 99.5 100 100 99.9 99.9 100 100 100

【種類別・産業廃棄物排出量】

種　類（ｔ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

がれき類 9,654.170 1,727.240 2,543.150 1,112.320 9,759.340 994.720 6,454.090

廃プラ 21.400 5.940 1.360 5.150 84.425 29.680 25.180

紙くず 5.400 10.710 4.650 3.300 1.800 0.480 2.470

木くず 279.330 152.800 80.790 14.930 91.530 39.620 48.290

廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 4.000 25.500 0.100 0.000 78.100 0.500 0.000

金属くず 0.000 10.150 3.360 0.380 1.579 0.000 1.510

汚泥 0.000 0.000 0.000 0.000 269.920 20.920 23.430

廃油 0.000 0.000 0.000 0.000 1,260.000 0.000 0.000

石綿含有産業廃棄物 0.600 0.000 0.000 0.000 11.000 1.000 0.000

繊維くず 0.000 0.000 0.180 0.000 0.400 0.060 0.000

ガラス・陶器くず 0.000 0.000 0.000 0.000 21.500 0.000 0.000

建設混合廃棄物 0.000 0.000 0.000 0.000 3.020 25.700 11.170

水銀使用製品産業廃棄物 0.000 0.000 0.000 0.000 0.130 0.000 0.000

会社全体 9,964.900 1,932.340 2,633.590 1,136.080 11,582.744 1,112.680 6,566.140

24.80 

18.17 13.92 15.82 37.46 

179.92 
168.84 120.00 120.00 110.00 

0
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

建築部 

土木・造園部

デザイン部作業所

リサイクル率

産業廃棄物排出量・リサイクル率

( ｔ )

全対象の97％ががれき類で、

道路改良工事、住宅造成工事、

大学整備改修工事等15現場全

てから排出

大規模な病院解体工事

があり、排出量の84％

にあたり、がれき類が

約8,000(ｔ)排出

排出量の76％にあたる大

規模な自動車学校コース

の解体工事があり、99％

ががれき類

2022年度産業廃棄物排出量の削減の取組結果は、目標未達成で

した。

排出量が非常に多いがれき類については、Ｇ7広島サミット緊

急対策工事として、道路を走りやすく、見栄えを良くし、道路

の劣化を抑制するための工事で、古い道路表面を削り取ったア

スファルト殻が5,032ｔ排出されました。これらは100％再資源

化処理です。リサイクル率については、廃プラスチック類の内、

砂等の混入物があったものが最終処分のため、100％に達しま

せんでした。

2022年度  取組結果とその評価

● 廃棄物の発生抑制のため、発注数量の適量化

● 紙、金属の有価物処理

● 産業廃棄物のリサイクル処理100％の継続

（石綿、混合ガラは除外品）

● 包装、梱包材の削減

次年度 取組内容

駐車場解体工

事にて、排出

量の内がれき

がれき類と木くずが特に多く、

過去最多。アパートや住宅の外

構工事等(62件)から排出された

2022年度 取組内容

( ％ )

Ｇ7広島サミット緊急対策工事

道路舗装工事2件（4車線600ｍ、

1.3㎞に及ぶ通常の3倍の規模）に

て、道路表面を削り取ったアス

ファルト殻が5,032ｔ
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■廃棄物排出量の削減■

2022年度 環境経営計画の実績〖 一般廃棄物排出量の削減〗

●ペーパーレスの推進

●コピー用紙、封筒等の社内再利用

●ミスプリントの防止

●両面使用済みコピー用紙、シュレッダー済機密書類、新聞、雑誌、ペットボトル、瓶、缶のリサイクル処理による廃棄物減量化

〖一般廃棄物排出量 〗
一般廃棄物排出量 基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎏） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 20.20 19.00 15.08 20.15 23.74 24.56 23.46 22.00 22.00 22.00

建築部 

土木・造園部

デザイン部作業所

デザイン部事業所 7.80 9.50 6.68 8.50 12.84 12.00 13.62 11.50 11.00 11.00

産業部 12.40 10.10 9.21 7.14 6.39 5.76 3.33 6.80 6.60 6.40

八木作業所 6.60 5.20 4.96 3.29 2.94 2.48 2.28 3.00 2.90 2.80

ウォッシュマート

会社全体 47.00 43.80 35.93 39.08 45.91 44.80 42.69 43.30 42.50 42.20

【種類別・一般廃棄物排出量】

分類別　（㎏） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 処分方法 再資源化率

紙（シュレッダー後） 8.56 9.02 7.03 10.69 10.89 13.58 9.88 100%

段ボール 0.51 0.72 0.52 0.75 1.09 1.09 1.15 100%

新聞・雑誌 0.70 0.80 0.72 1.15 1.37 1.13 1.24 100%

カン・ビン 1.36 1.28 0.97 0.92 0.89 0.92 1.19 100%

ペットボトル 2.67 3.46 2.72 3.46 5.78 3.96 4.35 100%

可燃ごみ 29.05 24.84 20.66 19.24 19.43 18.88 18.62

プラスチックごみ※ 3.23 4.26 4.75

不燃ごみ※ 4.15 3.68 3.31 2.87 3.23 0.98 1.51 最終処分

会社全体 47.00 43.80 35.93 39.08 45.91 44.80 42.69

※事業ごみ（一般廃棄物）「不燃ごみ」の分別区分が『プラスチックごみ』と『不燃ごみ』に変更（2020年4月）

『プラスチックごみ』・・・プラスチック類（包装ビニール・ポリ袋・ポリ容器等）

『不燃ごみ』・・・不燃物（文具用品など・プラスチックと金属の複合品）

再資源化

単純焼却
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実績 中期目標 中期目標 中期目標

総務部

デザイン部事業所

産業部

八木作業所

(㎏)

一般廃棄物排出量

コロナ対策として、事務

所のレイアウト変更にて、

不要書類等を多量処分

夏季にペットボトル飲料水の

購入量が増えたことによる増

加、機密文書の処分が通常よ

り多かったためシュレッダー

紙ごみの増加

2022年度一般廃棄物排出量の削減の取組結果は、目標達成です。

事業系一般廃棄物を可能な限り分別し、有効資源はリサイクル事業を遂行 する業者へ回収依頼

しています。数値の変動は多少ありますが、年間排出量は40㎏前後で推移しています。環境負

荷を考える意識のある企業として、今後も事業所ごみの分類ルールに従って分別し、リサイク

ルルート（もう一度資源に戻す仕組み）にのせる取組を継続していきます。

2022年度  取組結果とその評価

2022年度 取組内容

● ペーパーレスの推進

● コピー用紙、封筒等の社内再利用

● ミスプリントの防止

● 両面使用済みコピー用紙、シュレッダー済機密書類、新聞、雑誌、ペットボトル、瓶、

  缶のリサイクル処理による廃棄物減量化 

次年度 取組内容

【企業のごみ分別取組の必要性】

ごみを分別する理由には、処分方法の違い等いろ

いろありますが、環境保全の取組（廃棄（焼却処

分等）時に発生する二酸化炭素の抑制、有効資源

を廃棄せずリサイクルする）が求められています。

ごみの発生量も、人ひとりと企業とでは比べもの

になりません。地球温暖化による気候変動等様々

な環境問題をかかえる現代、「経済のグリーン化

を実現するために、事業者による環境に配慮した

経営（環境配慮経営）は、重要な役割を果たしま

す。（出展：環境省 環境配慮経営ポータルサイト 

環境と経営）」と述べられているように、事業活

動に伴う環境負荷の発生を低減する取組として、

企業がごみの分別を正しく行うことも環境に配慮

した経営につながる大切な取組です。
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■ 節水 ■

2022年度 環境経営計画の実績〖 水使用量の削減〗

●　事務所、作業現場、洗輪場の水道吐水量を少なくする。

●　水を出したままにせず、こまめに止める。

〖水使用量 〗

水使用量 基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（㎥） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部 285.00 270.00 302.50 309.50 284.75 272.50 274.70 300.00 300.00 300.00

建築部 11.00 51.00 3.50 0.00 66.00 1,588.00 505.00 642.00 513.60 507.18

土木・造園部 146.00 63.00 347.00 163.00 1,018.85 520.00 473.30 240.00 237.60 235.22

デザイン部作業所

デザイン部事業所 177.00 204.00 186.50 200.50 167.90 181.50 148.00 175.00 170.00 170.00

産業部 2,690.00 2,571.50 3,254.00 2,645.00 2,691.00 2,473.00 3,307.00 2,880.00 2,860.00 2,840.00

八木作業所 350.00 316.80 313.70 313.90 286.30 271.10 308.00 306.00 304.00

ウォッシュマート 2,430.00 2,594.00 2,043.00 1,292.00

会社全体 5,739.00 6,103.50 6,453.30 4,923.70 4,542.40 5,321.30 4,979.10 4,545.00 4,387.20 4,356.40

2022年度水使用量の削減の取組結果は、目標未達成でした。

要因としては、特に産業部（製造部門）での、「除塩砂」製造（海砂の塩分除

去作業）に水道水を使用しますが、除塩砂の受注が想定以上に増えたことに伴

い、水道水の使用量が増加しています。水道水の適正な使用のため、水量を自

動調整、制御する給水装置を導入し、節水対策を講じています。

2022年度  取組結果とその評価

● 事務所、作業現場、洗輪場の水道吐水量を少なくする。

● 水を出したままにせず、こまめに止める。

次年度 取組内容

2022年度 取組内容
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

総務部

建築部 

土木・造園部

デザイン部事業所

産業部

八木作業所

ウォッシュマート

（㎥）

水使用量

豪雨災害にて現場事務所

の水道設備が破損し、水

道水が長時間流出する被

害を受けた

雨水渠築造工事、配水管

布設工事にて、薬液注入

工事、推進工事、シール

ド工事で水道水を使用

（※1）

2019年1月

ウォッシュマート

3店舗運営から2店舗へ縮小

2020年1月

ウォッシュマート

全店舗閉店

除塩砂の製造量

が増加（※2）

規模が大きく、多量

に加水する地盤補強

工事とアスファルト

舗装作業があった

除塩砂の受注・出荷

急増し、製造量増加

（海砂の塩分除去作

業に水道水使用）

作業所閉鎖により、

水道契約数の減少

あり

※1   ● シールド工事・・・常に水を流しながら地中を掘削し、コンクリート管を埋設する。

 ●  薬剤注入工事・・・薬剤に水を混ぜ合わせる作業

        ● 推進工事・・・・・管路を地中に築造する工事の材料に水を混合し、潤滑剤として地中に注入する 。

※2   ● 除塩砂の製造・・・約100(ｔ)の海砂を真水で洗い流し、塩分を除去する除塩作業に対し約7～8時間水道水を使用 

          （現在は、自動的に水量を調節・コントロールし、散水量を制御する給水装置を導入し、無人での洗浄作業も可能） 
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　環境経営目標・取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画　　

■ 省資源 ■

2022年度 環境経営計画の実績〖 化学物質使用量の削減〗

●　適切な使用量を確認する。

●　正しい保管、管理を徹底する。

植栽・造園工事の際に花・木害虫防除に使用する農薬（※1）に含まれている化学物質量を把握します。

把握する化学物質は、PRTR制度対象物質（第一種指定化学物質※2）です。

〖化学物質使用量 〗
化学物質使用量 基準年実績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 実　績 中期目標 中期目標 中期目標

（Ｌ） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

総務部

建築部 

土木・造園部 2.624 1.358 0.710 2.140 2.066 1.418 5.457 1.750 1.730 1.710
デザイン部作業所 0.113 0.059 0.029 0.017 0.150 0.130 0.077 0.130 0.130 0.130
デザイン部事業所

産業部

八木作業所

ウォッシュマート

会社全体 2.737 1.417 0.739 2.157 2.216 1.548 5.534 1.880 1.860 1.840

【農薬別化学物質含有量】　

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

カルホス乳剤 殺虫剤 1.750 2.050 2.310 2.910 2.500 1.550 4.450
イソキサチオン PRTR対象物質 0.875 1.455 1.250 0.775 2.225
エチルベンゼン PRTR対象物質 0.216 0.254 0.271 0.341 0.309 0.192 0.551 天然物誘導型の殺虫剤

キシレン PRTR対象物質 0.234 0.277 0.281 0.352 0.340 0.211 0.603 哺乳動物体内に蓄積しにくい

スミチオン乳剤 殺虫剤 0.500 0.050 0.030 0.010 0.000 0.100 0.330 花や庭木類の害虫退治

MEP PRTR対象物質 0.250 0.025 0.015 0.005 0.000 0.050 0.165
エチルベンゼン PRTR対象物質 0.105 0.011 0.006 0.002 0.000 0.021 0.069
キシレン PRTR対象物質 0.105 0.011 0.006 0.002 0.000 0.021 0.069
ディプテレックス 殺虫剤 1.700 1.500 0.300 0.000 0.300 0.500 0.050
ＤＥＰ PRTR対象物質 0.850 0.750 0.150 0.000 0.150 0.250 0.025
ポリ PRTR対象物質 0.102 0.090 0.010 0.000 0.017 0.028 0.003
オルトラン水和剤 殺虫剤 0.000 0.000 0.000 0.000 0.300 0.000 0.110 花類、芝の省力的な害虫防除

アセフェート PRTR対象物質 0.000 0.000 0.000 0.000 0.150 0.000 0.055
ベンレート水和剤 殺菌剤 0.020
ベノミル PRTR対象物質 0.010
マラソン乳剤 殺虫剤 1.510 植物への薬害が少ない。

マラソン PRTR対象物質 0.755 園芸用殺虫剤

キシレン PRTR対象物質 0.302 水産動植物（甲殻類）に影響

エチルベンゼン PRTR対象物質 0.286 河川等に流出しないよう注意

ジマンダイセン水和剤 殺菌剤 0.500 病害対策

マンセブ PRTR対象物質 0.400
ヘキサメチレンテトラミン PRTR対象物質 0.016

3.950 3.600 2.640 2.920 3.100 2.150 6.970
2.737 1.417 0.739 2.157 2.216 1.548 5.534

庭園樹のケムシ退治等

農薬名（種類）／含有化学物質名

有用昆虫に対する影響が少ない

用途・特徴

花木の害虫防除

安全性が高い

哺乳類、鳥類等に影響が少ない

《合計》化学物質含有量（Ｌ）

《合計》農薬使用量（Ｌ）

低濃度で使用できるので、作物

を汚染することが少ない

薬害の危険性が少ない

（効果の持続時間が長い）

2022年度化学物質使用量の削減の取組結果は、目標未達成でした。

植栽・剪定工事、庭園工事で使用した農薬は7種類で例年より多くなり、且つ使用機会も増えたため増加しまし

た。今後も可能な限り有害性の低い農薬を選定し、適正な使用と保管を行います。

2022年度  取組結果とその評価

● 適切な使用量を確認する

● 正しい保管、管理を徹底する

次年度 取組内容

どんな化学物質が、どこからどれだけ排出されているかを知る

とともに、化学物質の排出量や化学物質による環境リスクを減

らすための制度の１つ

PRTR制度とは

2022年度 取組内容

※2 第一種指定化学物質

● 人の健康を損なうおそれがあるもの

● 動植物の消息もしくは生育に支障を及ぼすおそれがあるもの

● オゾン層を破壊し、有害な紫外線が大量に地上に降り注ぎ、人の健康を損なうおそれがあるもの

※1 農薬

人が育てている植物に発生する害虫や病気を退治したり、

雑草を除いたりするために使われる薬剤等のこと。日本で

使ってもよい農薬は、人の健康や環境への影響などについ

て確かめられ、国に認められたものだけ。

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年実績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 中期目標 中期目標 中期目標

土木・造園部

デザイン部作業所

化学物質使用量

（Ｌ）

化学物質の含有

量が少ない農薬

を使用

化学物質の含有量が

多い農薬の使用と消

毒回数が多かった

PRTR制度対象物質

イソキサチオン追加

例年より消毒回数

が多かった（オル

トラン水和剤使

農薬の種類が例年より多

く、把握する化学物質の

種類が新たに増えた。
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　創意工夫(自らが施工・販売・提供する製品及びサービスに関する項目)　 

『低炭素合材』使用による二酸化炭素排出量低減への貢献

製造過程に排出される二酸化炭素を

低減したアスファルト混合物

G7首脳会議広島開催に伴う緊急対策工事の一環として、道路舗装補修工事を請け負いました。

施行延長L=約800m、舗装面積A＝10,690㎡の通常の約3倍にあたる規模の工事でした。すり減った古い道路の表面を

削り取り、アスファルト混合物を敷均し締固め、舗装を完成する工事です。この工事では、二酸化炭素排出量を低減

するアスファルト混合物「低炭素合材」を使用しました。

アスファルト混合物は、砕石・砂・石粉とそれらを接着させる役割のアスファルト等の材料で構成されています。こ

れを製造する過程で行われている削減方法は次のとおりです。

「低炭素合材」を使用したことにより、二酸化炭素排出量の低減活動に繋がりました。また、二酸化炭素排出量の

「低減量を見える化する取組」として、低炭素合材の使用量に対する二酸化炭素削減量を記載した「CO2削減証書

（通称：アクションレポート）」が発行されます。今回の削減量は下記のとおりでした。

■製造過程の加熱乾燥に用いる燃料は、都市ガスとバイオマス由来の廃食油を使用

■製造工場における電力は、自然エネルギーにより二酸化炭素を排出せずに作られた電力を使用

● 加熱合材（リサイクル商品ではない）        1,205.0ｔ

● 再生合材（アスファルト殻のリサイクル） 1,597.5ｔ

     《合 計》                    2,802.5ｔ

【 低炭素合材の使用量 】

● 33,032 

約2,359本のスギの木が一年間に吸収する

二酸化炭素量に相当

【 二酸化炭素削減量 】

㎏‐CO2 

着工前 完成
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　創意工夫(自らが施工・販売・提供する製品及びサービスに関する項目)　 

植栽工事にて、樹名板の設置活動〖周辺環境への配慮に対する取組〗

河岸沿いの公園工事、遊歩道の施設・植栽工事を行いました。

医療施設内の遊歩道は、近隣住民の方々も多く利用される

場所で、植栽した木々について尋ねられることが

多くありました。

そこで、樹木の名前や種類、特徴を記載した

樹名板（じゅめいばん）を設置することにしました。

何の樹木なのかが誰にでも分かり、樹木 をより身近な

存在に感じることができるようになればという気持ちで

設置しました。

■ 周辺環境への配慮に対する取組

着工前
完成

完成
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　創意工夫(自らが施工・販売・提供する製品及びサービスに関する項目)　 

現場内の有毒植物「チョウセンアサガオ」の駆除活動　〖周辺環境への配慮に対する取組〗

　その他周辺環境への配慮に対する取組

現場周囲の地域への貢献　

河岸沿いの公園工事、遊歩道の施設・植栽工事の現場内法面に、野生の「チョウセンアサガオ」が生育していました。

「チョウセンアサガオ」は、根をゴボウと誤ったり葉をモロヘイヤと誤ったり、食用と間違えやすい植物で、誤って

食べると強い中毒症状を起こしてしまう有毒植物です。決して採取し食べないよう、厚生労働省が注意を呼びかてい

る有毒植物のひとつです。庭や畑に種子を飛ばし生えてしまうこともあり、食用植物の近くに生育することも危険で

す。周囲には民家があり、医療施設内の遊歩道を多くの方が利用される場所なので、この周辺を掘り、根から駆除を

行いました。

チョウセンアサガオ毒
チョウセンアサガオ毒

車道に覆い被さった木々が

片側通行時、通行の妨げに

なっていたので、除草、伐

採作業をしました。

●主要地方道矢野安浦線ほか1路線災害復旧その他工事

●安佐北区4区407号線（雲田橋）橋梁補修工事

工事現場の橋とその周囲に

雑草が生い茂っていたので、

積極的に草刈り、清掃をし

ました。

■ 周辺環境への配慮に対する取組
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　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

2022年度、当社に適用される環境関連法規等の一覧及び遵守状況を確認した結果は、以下のとおりです。

遵守状況

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、契約

・保管基準

〇掲示板（60㎝×60㎝以上表示

〇飛散・浸透防止

〇衛生管理

・マニフェスト交付

・多量排出事業者処理計画書及び実施状況報告書の提出

  （1000トン以上/年）

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

・自社による運搬時の表示、書類携行

・蛍光灯の保管置き場の仕切りを設ける等の措置

騒音規制法 ・特定建設作業の届出 違反なし

振動規制法 ・特定建設作業の届出 違反なし

・機器設置に関する義務

〇設置場所の周辺に損傷の原因がないこと

〇点検及び修理のための必要な空間の確保

・点検の実施・記録の保存

〇簡易点検：1回以上/３ヶ月

〇定期点検：1回以上/3年（該当機器無し）

・再生資源利用促進計画書

・再生資源利用計画書

・再生資源利用計画書

違反、訴訟の有無

2022年度環境関連法規への違反はありません。

なお、関係当局より違反等の指摘、訴訟も過去3年間ありません。

これからも、「環境関連法規制等の取りまとめ表」に基づき、コンプライアンス遵守に努めます。

　代表者による全体の評価と見直し・指示

1　全体の評価

2　見直し

環境法令の名称 要求事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 違反なし

違反なし

違反なしフロン排出抑制法

建設リサイクル法

     　建設現場の部門では、想定以上に出来高が増え、殆どの環境経営目標の項目が目標未達成となりましたが、事業所部門

　での取組の結果、会社全体では目標達成の項目が多くなっています。特に二酸化炭素排出量の削減については、化石燃料・

　ガス使用量は目標達成しています。

     　次年度は、省力化、効率化を考慮し、目標設定・実績管理等、業務の再点検を行い、業務の改善を図ります。

     　目標未達成及び目標と実績に乖離があった項目について、内容を把握し、次年度の取り組みに活かします。
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